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市役所市役所
移転反対！移転反対！

今こそ減税 市役所移転よりも市民生活

鎌倉の未来
　鎌倉の未来。それは次代を担う子どもたち
が住み続けられるような鎌倉でなくてはな
らないと思います。若い世代は決して政治
に無関心ではありません。自分や家族これ
からの子供たちの社会に、不安と希望を持っ
ています。保育園の頃から知っている若い
世代とよく話をしますが、皆誠実に向き合っ
ています。しかし子育て世代から社会の中心
となる世代は、仕事や子育てが忙しくなり、
しがらみができ、政治に直接向き合う機会が
少なくなっています。有権者世代すべてが
時代に責任を持っています。選挙で選ばれ
た市長、議員、事務を執行して行く市役所
職員、そして市民の皆さん。鎌倉のこれか
らは、今を生きる世代が作っていかなくて
はならない未来です。希望はないわけでは
ありません。夢がないわけではありません。
新しい鎌倉を作り、次代にきちんと引き継ぐ
ことができるような鎌倉市でなくてはなり
ません。そのためには、市民の皆さんとき
ちんと向き合った行政であること。そして、
市民の皆さんの日々の生活を第一に考える、
鎌倉市でなくては、と思います。そのために、
全力で活動していきます！

市役所移転は、反対いたします。食料品、電気代、ガソリン代等あらゆる物価が急騰している中、
建設費だけで 200億円ともいわれる市役所移転を、なぜ今行う必要があるのでしょうか。今鎌倉市が
すべきことは、減税です。市役所移転を計画する予算の余裕があるなら、市民の皆さんの生活を第一に、
減税でお返しすべきです。さらに、保育料全年齢無償化、保育園、小学校、中学校の給食費無料化を、
今すぐすべきです。ゴミ問題。戸別収集を全市で行うとしていますが、坂が多く、狭い道の鎌倉では、
莫大な費用がかかります。収集する人員の確保の目処は、全く立っていません。市民の皆さんのため
の鎌倉市にしなくてはなりません。中沢かつゆきは、市民の皆さんのご要望を伺い、市民の皆さんの
ための鎌倉市として。市政に反映していきます。
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○市役所移転問題
●物価高騰の今、莫大な費用のかかる市役所

移転に反対
●市役所移転費用は、市民生活に

○減税
●市民税５％減税をします
●市民生活を支援し、地域経済活性化します

○ゴミ問題
●迷走するゴミ問題を決着させます
●名越、今泉施設解体後の跡地利用計画を進

めます
●ゴミ袋有料化廃止します
●莫大な費用のかかる戸別収集廃止

○インフラ老朽化対策
●道路、下水道の老朽化に伴う修繕をします
●学校施設老朽化に伴う修繕、改築をします
●公共施設老朽化に伴う修繕、改築をします
●水害ゼロの下水道整備をします
●清潔な公衆トイレを整備します

○災害対策
●津波シェルター配置、避難通路整備を行い

ます
●急傾斜地対策を行います
●避難所改善を行います
● IOT を活用した、災害情報の「見える化」を

進めます

○商店街活性化
●商店街の活性化政策を拡充します
● A I 活用を推進します
●電線地中化して、歩きやすい商店街とします

○農林水産業活性化
●「鎌倉産」を次代までつなぐための支援を行

います
●坂ノ下に漁港整備と合わせて販売所整備を行

います

○文化芸術スポーツ振興
●旧野村総合研究所跡地に、市内の歴史ある

建物移築、文化施設の整備を行います
●中央公園、広町を活用し、文化芸術の街にし

ます
●深沢に、野球場、サッカー場、テニスコート

等を整備します
●平成 5 年策定の坂ノ下のスポーツ公園整備を

進めます
●笛田公園を「ボールパーク」として整備します

○教育福祉
●山﨑小学校、第一小学校の建て替えを進め

ます
●幼児教育を拡充します
●インターナショナル学園都市を進めます
●保健福祉センターを設置します
●サービス付き高齢者住宅建設を促進します
●交通困難地域に公用車を活用して循環バス

利用します

○歴史の街
●幕末明治の鎌倉再発見
●史跡整備し、歴史の街づくり

○議会提案予算創設
●市民と議会が作る予算を創設します

○子育て支援
●保育園から中学校まで給食費無料化します
●０〜３歳児保育費を無料化します
●フリースクールを設置します
●ひとり親家庭政策を拡充します
●待機児ゼロとします

　市役所移転よりも、まず市民生活第一です。下水道
をはじめとするインフラ修繕、防災対策強化、子育て
支援と高齢者福祉予算増額。
　鎌倉の次代のために、無駄な予算を削り、市民生活のための
予算を作ります。

今こそ、減税
〜物価高の今こそ市民生活優先〜
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